
水理構造を把握し地下水マネジメントへの活用を
（写真は地下水調査ボーリングの様子）

観光拠点施設を整備し、地域経済の活性化を
（写真はヤビツ峠）

水需要が減少している実態の調査を
（写真は、おいしい秦野の水）

中学校給食の完全実施など「５つの誓い」の実現を
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地
下
水
保
全
事
業
に
つ
い
て

問　
現
行
の
水
循
環
モ
デ
ル
を
精
度
の

高
い
モ
デ
ル
に
進
化
さ
せ
る
た
め
、
地

下
水
盆
の
水
理
構
造
を
把
握
す
る
調
査

ボ
ー
リ
ン
グ
に
平
成
29
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
引
き
続
き
30
年
度
も
調
査
ボ
ー
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
く
が
、
把
握
し
た
水

環 境 都 市 分 科 会
環 境 産 業 部
建 設 部
都 市 部
上 下 水 道 局
農 業 委 員 会 事 務 局

理
構
造
は
、
33
年
度
ま
で
に
水
循
環
モ

デ
ル
に
反
映
さ
せ
、
今
後
の
地
下
水
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
生
か
し
て
い
く
。

問　
目
安
と
な
る
推
定
量
の
精
度
が
上

が
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
水
収
支
が

上
が
っ
た
場
合
、
利
活
用
の
規
制
を
緩

和
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
水
量
保
全
の
面
で
利
活
用
を
制
限

し
て
い
た
が
、
地
下
水
の
推
定
量
に
よ

っ
て
は
、「
秦
野
名
水
の
利
活
用
指
針

」
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
検
討
で
き

る
可
能
性
も
あ
る
。

要
望　
本
市
に
と
っ
て
秦
野
名
水
は
武

器
で
あ
り
、
観
光
振
興
や
企
業
誘
致
な

ど
に
お
い
て
も
、
差
別
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
強
力
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
最
大
限
活
用
が

で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

観
光
協
会
補
助
金
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
の
補
助
金
は
、
29
年

度
と
比
較
す
る
と
増
額
し
て
い
る
が
主

な
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
自
立

し
た
運
営
を
す
る
た
め
に
は
自
主
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
補
助
金
の
増
額
は
、
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
秦
野
駅
観

光
案
内
所
の
臨
時
職
員
の
賃
金
な
ど
を

引
き
上
げ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

自
主
財
源
の
確
保
は
、
秦
野
駅
に
設
置

し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
広
告
枠

の
活
用
や
物
販
な
ど
民
間
企
業
の
協
力

を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
観
光
協
会
は
、
事
業
を
自
立
し

て
行
え
る
組
織
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
は
一
般
社
団
法

人
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
移
行
す
る
な

ど
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
立

が
で
き
る
組
織
と
な
れ
る
よ
う
、
後
押

し
を
し
て
ほ
し
い
。

ヤ
ビ
ツ
峠
周
辺
観
光
振
興
事
業
に
つ
い

て問　
丹
沢
表
尾
根
を
訪
れ
る
都
市
住
民

や
訪
日
外
国
人
が
、
登
山
、
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
、
里
地
里
山
体
験
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

観
光
拠
点
施
設
を
、
ヤ
ビ
ツ
峠
に
整
備

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
目
的
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
多
く
の
登
山
客
な
ど
が
訪
れ
る
ヤ

ビ
ツ
峠
周
辺
に
は
飲
食
物
な
ど
を
提
供

す
る
施
設
が
な
く
、
地
元
に
還
元
が
さ

れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

行
政
が
観
光
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
増
加
や
市
内
消
費
の
拡
大

に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

市
道
改
良
事
業
に
つ
い
て

問　
東
海
大
学
前
駅
北
口
に
エ
レ
ベ
ー

水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

給
水
収
益
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い

て要
望　
節
水
器
の
普
及
な
ど
に
よ
る
水

需
要
の
減
少
は
、
他
の
自
治
体
で
も
課

題
で
あ
り
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は
水
需

要
の
増
加
に
向
け
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
「
安
全
・
お
い
し
い
・
安

価
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
施
策
を
展

開
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
水
需
要
が
減

少
し
て
い
る
実
態
を
よ
く
調
査
し
、
そ

れ
に
基
づ
く
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

下
水
道
使
用
料
金
へ
の
消
費
税
課
税

や
貧
困
世
帯
の
負
担
減
免
制
度
が
な
い

こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

県
か
ら
浄
化
槽
管
理
の
権
限
委
譲
を

受
け
、
水
洗
化
率
の
上
昇
を
目
指
す
べ

き
と
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

国
民
健
康
保
険
証
を
取
り
上
げ
、
資

格
証
明
書
や
短
期
被
保
険
者
証
を
発
行

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
の
推
進
に
つ

い
て

問　
超
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
中
、
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
の

健
康
増
進
が
課
題
と
な
る
が
、
解
決
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
中

心
に
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
認
知
症

予
防
の
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

行
政
提
案
型
の
市
民
協
働
事
業
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秦
野
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
協
会
や
東
海
大
学
と
協
働
し
、
効

タ
ー
な
ど
の
昇
降
施
設
を
設
置
す
る
た

め
、
平
成
30
年
度
に
設
置
に
向
け
た
設

計
委
託
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
設
置

に
向
け
て
の
課
題
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
昇
降
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
が
狭
い
こ
と
、
す
で
に
大
規
模

な
擁
壁
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ

る
。
30
年
度
は
技
術
的
に
設
置
が
可
能

で
あ
る
か
な
ど
詳
細
な
検
討
を
進
め
、

31
年
度
以
降
か
ら
昇
降
施
設
の
整
備
に

着
手
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

討

論

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

①
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
よ
り
、

自
治
会
館
に
児
童
館
機
能
を
集
約
さ
せ
、

児
童
の
活
動
時
間
が
半
減
し
て
い
る
こ

と
、
②
環
境
を
破
壊
す
る
新
東
名
高
速

道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
、

③
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
生
活
困
窮
者

の
生
命
保
険
を
差
し
押
さ
え
て
い
る
こ

と
、
④
み
な
み
が
お
か
幼
稚
園
の
民
営

化
あ
り
き
で
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

平
成
30
年
度
予
算
の
総
額
は
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
や
市
債
発
行
額

の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
29
年
度
と
比
較

す
る
と
約
５
％
減
少
し
、
増
加
傾
向
で

あ
っ
た
予
算
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

　

30
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

は
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
個
人
市

民
税
な
ど
の
市
税
収
入
は
29
年
度
よ
り

約
３
億
円
の
減
と
な
り
、
ま
た
、
扶
助

費
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
投
資
的
経

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

水
道
料
金
に
消
費
税
を
課
し
て
い
る

こ
と
や
給
水
停
止
し
て
い
る
世
帯
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

農
業
用
水
道
料
金
の
恩
恵
を
受
け
る

農
家
を
増
や
す
た
め
、
畜
産
農
家
も
対

象
と
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

果
的
な
体
操
を
作
る
予
定
で
あ
る
。

要
望　
音
楽
が
好
き
な
高
齢
者
が
指
導

者
の
資
格
を
取
得
し
、
活
躍
の
場
や
生

き
が
い
を
見
つ
け
て
、
交
流
を
広
げ
て

い
く
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
あ
る
た
め
、

資
格
を
取
得
す
る
費
用
の
支
援
や
制
度

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
本
人
負

担
額
が
増
え
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
実

質
的
に
利
用
で
き
な
い
制
度
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

年
齢
差
別
と
負
担
増
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
廃
止
し
、
老
人
保
健
制
度

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

会　計　区　分 平成 30年度 平成 29年度 増 減 額 前年度比

一 般 会 計 490億8,000万円        516億4,000万円        △25億6,000万円 △5.0％

水道事業会計 33億9,200万円 34億2,000万円 △2,800万円 △0.8％

公 共 下 水 道
事 業 会 計 58億5,200万円 56億5,700万円 1億9,500万円 3.4％

国民健康保険
事業特別会計 182億4,700万円 214億9,200万円 △32億4,500万円 △15.1％

介 護 保 険
事業特別会計 115億1,200万円 114億7,500万円 3,700万円 0.3％

後期高齢者医療
事業特別会計 20億8,600万円 20億1,300万円 7,300万円 3.6％

計 901億6,900万円 956億9,700万円 △55億2,800万円 △5.8％

平成 30 年度各会計予算額

費
が
前
年
度
比
30
％
減
と
な
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
市
長
に
就
任
し
て

初
め
て
の
予
算
編
成
は
、
非
常
に
短
い

期
間
の
中
で
「
秦
野
み
ら
い
づ
く
り
構

想
２
０
１
８
」
で
掲
げ
た
公
約
に
沿
っ

た
形
で
精
査
さ
れ
、
市
民
生
活
の
停
滞

を
招
か
な
い
よ
う
通
年
予
算
と
し
て
編

成
さ
れ
た
こ
と
や
、
予
算
編
成
の
流
れ

が
分
か
る
予
算
要
求
書
を
議
会
へ
公
表

し
、
議
員
の
調
査
機
能
を
向
上
さ
せ
た

こ
と
は
評
価
す
る
。

　

市
長
は
、
中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
、

新
東
名
・
２
４
６
バ
イ
パ
ス
の
最
大
活

用
、
小
田
急
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創

造
な
ど
を
「
５
つ
の
誓
い
」
と
し
て
掲

げ
、
優
先
的
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
整
備
、
不
足
す
る
保
育
士
確
保

策
の
実
施
、
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
調

査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ち
の

魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
近
隣
自
治
体
と

差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、
公

約
の
と
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
、

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
に
対
す
る
意
識

を
持
ち
、
小
さ
な
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
着
実
に
事
業
を
進
め
る
よ
う
努
め
て

ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）


